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大
正
元
年
■

九

一
二
年
）
の
わ
が
町
の
１

林
　
　
　
順
　
信

口
駒
込
蓬
業
町
は
明
治
以
降
の
名
前

近
頃
オ
郷
界
隈
を
歩
い
て
い
る
と
、
砧
子
ば
り
の

「旧
町
名
Ｈ
来
」
と
い
う
掲
示
板
が
　
街
角
に
，
て
ら

れ
た
の
が
日
に
つ
く
。

「住
属
表
示
に
関
す
る
法
律
」

と
い
う
の
が
成
立
し
た
の
が
昭
和
三
十
七
年
だ
＾
た
・

そ
れ
か
ら
約
十
年
以
内
に
、
従
来
の
由
絡
あ
る
円
町
′

が
こ
と
こ
と
く
統
合
改
悪
さ
れ
て
　
■
在
の
様
な
愚
に

も
つ
か
な
い
名
前
を
無
Ｔ
や
り
使
わ
さ
れ
る
は
め
に
な

っ
て
い
る
。

ど
ぅ
せ
お
や
り
に
な
る
の
な
ら
、
都
内
全
域
に
百
三

て
や
れ
ば
い
い
の
に
　
途
中
で
総
翌
府
の
方
か
ら

一
伝

統
や
由
渚
あ
る
町
名
を
や
た
ら
と
変
え
な
い
よ
う
に
」

と
か
ぃ
ぅ

コ
メ
ン
ト
が
出
た
も
の
だ
か
ら
、
そ
う
で
な

く
て
さ
え
、
文
化
人
走
や
地
名
学
者
に
批
判
さ
れ
て
勝

ち
日
の
な
い
お
役
所
は
　
逃
げ
腰
、
従

っ
て
、
新
宿
区

の
牛
込
だ
の
四
谷
だ
の
は
、
バ
カ
を
見
な
い
で
助
か

つ

た
．
市
ケ
谷
加
賀
町
、
業
工
寺
町
、
二
―
騎
町
　
細
■

町
　
納
戸
町
、
箪
笥
町
、
と
か
、
四
谷
に
廻
れ
ば
、
■

町
、
荒
本
町
、
た
門
町
と
が
　
実
に
快
い
町
名
が
ま
だ

厳
然
と
残

っ
て
い
る
。

■
ほ
ろ
ぼ
し
て
は
な
い
の
だ
ろ
う
が
、
旧
町
イ
に
関

す
る
本
や
掲
ホ
板
を
見
る
と

バ
ラ
が
，

つ
の
は
私
だ
け

で
は
な
い
だ
ろ
う
。
あ
れ
は
文
化
破
壊
行
為
の

一
種
に

ち
が
い
な
い
か
ら
だ
。

閑
語
休
廼
、
わ
か
蓬
来
町
の
町
名
は
江
戸
時
代
に
は

な
く
、
明
治
五
年
以
降
に
つ
け
ら
れ
た
も
の
だ
。

よ
ス
　
東
■
の
こ
と
に
つ
い
て
調

へ
る
の
に
先
す
手

を
そ
め
る

「
風
俗
画
報
」
臨
時
増
刊

一新
ユ
東
京
名
所

国
会
」
の

「東
郷
区
之
部

・
ふ
一̈こ

に
よ
る
と
、

「駒
込
蓬
■
町

●
●
Л
及
地
勢

駒
込
整
栞
”
　
南
は
駒
込
違
分
町
に
，
し
　
東
は
駒

込
千
駄
本
町
　
同
林
町
に
隣
り
、
北
は
駒
込
浅
嘉
町
に

面
し
、
西
は
浅
嘉
町
、
肴
町
　
遭
分
町
に
，
す
　
地
勢

高
燥
■
知
な
り
、
番
地
は

一
よ
り
七
十
一
に
Ｆ
る
．

Ｃ
町
名
の
起
源
並
沿
■

駒
込
蓮
■
町
は
、
元
文
年
間
町
Ｆ
を
設
け
、
隣
地
の

十
院
四
筒
寺
（瑞
泰
寺
、
清
林
寺
、
栄
松
流
　
光
源
＋
）

と
相
対
す
る
に
関
り
円
軒
寺
町
と
称
せ
り
、
明
治
五
年

二
月
浅
嘉
町
の
内
及
び
高
林
寺
門
前
其
他
の
寺
地
を
合

し
、
将
来
の
繁
栄
を
祝
し
て
此
の
様
に
改
め
　
十

二
年

駒
込
片
町
分
の
内
及
び
下
駒
込
村
の
内
を
，
す
」
と
出

て
い
る
。

こ
の

一
風
俗
画
報
」
は
明
治
四
十
年
（
一
九
●
七
年
）

に
発
行
さ
れ
た
が
、
今
か
ら
百
年
前
の
明
治
二
十
三
年

（
一
八
九
０
年
）
に
――‐
版
さ
れ
た
●
田
峰
次
部
編
の

「東
京
地
理
沿
■
史
」
に
は
、

「助
込
蓬
業
町
は
お
か
し
四
軒
寺
町
と
云
い
て
寺
院

多
き
所
な
い
。
¨
治
初
年
今
の
町
名
に
改
む
．
町
内
御

市
木
縄
手
と
唱
ふ
る
所
あ
り
．
寺
院
は
十
方
寺
　
長
元

＋
、
浄
心
寺
、
勝
林
寺
、
浩
妙
十
、
栄
松
寺
、
真
浄
＋
、

あ
蔵
寺
、
光
源
寺
、
蓮
光
寺
、
瑞
泰
寺
、
晰
本
十
、
高

林
＋
、
清
林
寺
、
大
林
寺
、
専
西
寺
と
云
ふ
」
と
出
て

い
る
。
余
り
町
名
の
出
来
そ
の
も
の
に
つ
い
て
は
　
■

れ
も
れ
て
い
な
い
。
こ
の

「御
苗
沐
縄
手
」
と
い
う
の

は
、
有
名
な
ｔ
張
屋
版
の

一
江
戸
切
絵
図
』
に
は
、
ヒ

葉
町
の
浄
心
〓
門
前
辺
か
ら
長

冗
寺
門
前
あ
た
り
に
か

け
て

「
ウ
ナ
ギ
ナ
ワ
テ
」
と
片
仮
名
で
記

入
さ
れ
て
い

る
。　
一
説
に
は
前
木
を
売
る
見
Ｌ
●
出
た
か
ら
と
も
、

他
語
で
は

一
直
線
の
長
い
●
――
な
の
で
、
う
な
ぎ
の
様

に
■
い
と
い
う
形
容
だ
と
も
言
い
、
深
川
の
小
名
木
＝

も
、
う
な
ぎ
川
と
い
う
感
じ
の
当
て
■
だ
と
い
う
談
も

あ
一
た
く
ら
い
だ
が
　
　
・
明
確
な
こ
と
は
わ
か
ら
な
い
．

（以
下
次
号

へ
）

蓬
茉
町
古
寺
巡
礼
　
そ

の
六

瑞
泰
寺

（
浄
土
宗
）

住
友
銀
行
白

‐――
支
店
の
並
び
が
こ
の
寺
で
あ
る
．
入

口
に
は
印
度
，
を
刻
り
出
し
た
石
柱
が
あ

つ
ら
し
い
。



開
祖
は
光
蓮
社
勝
誉
上
人
桂
方
和
尚
と
い
う
方
で
、
百

三
十
有
余
才
の
天
寿
を
全
う
さ
れ
た
と
伝
え
ら
れ
て
い

る
。
天
正
＋
七
年

（
一
五
八
九
年
）
に
神
田
明
神
■
に

ま
建
さ
れ
た
。
当
時
は

「仕
方
院
」
と
号
し
て
い
た
か

三
世
大
誉
上
人
の
時
に
丹
後
の
国
主
、
京
極
高
三
公
が

前
の
城
主
丹
後
守
高
知
公
の
冥
福
を
祈
願
し
て
新
た
に

仏
殿
、
僧
房
、
山
門
寺
を
造
改
築
し
て
、
高
知
公
の
法

号
を
と

っ
て

「瑞
泰
寺
」
と
名
つ
け
京
極
家
の
普
提
寺

と
定
め
た
と
い
う
。
慶
安
元
年

（
一
六
円
八
年
）
第
四

世
教
誉
上
人
の
頃
　
寺
域
が
幕
府
御
用
地
と
な
っ
た
た

め
現
在
の
場
処
に
移
転
し
た
。
そ
の
后
度
々
の
火
災
に

逢
い
、
現
在
の
本
章
が
完
成
し
た
の
は
昭
和
四
卜
三
年

（
一
九
六
八
年
）
で
石
象
の
円
柱
も
こ
の
時
に
落
成
し

た
。

こ
の
寺
に
は

π
禄
時
代
に
木
食
■
人
か
４
ら
れ
た
と
い

う
。
身
丈
八
尺

（約
二

・
四
米
）
の
お
地
蔵
様
（鋳
鋼
）

が
安
置
さ
れ
て
お
り
、
当
時
、
駒
込
端
泰
寺
、
千
駄
木

専
念
寺
、
下
谷
心
行
寺
、
■
野
大
仏
堂
、
浅
卓
正
智
院

の
六
ヶ
寺
に
安
置
さ
れ
た
六
地
蔵
の
第

一
番
の
札
所
と

な
っ
て
い
た
。
残
念
な
が
ら
戦
災
で
焼
失
し
現
在
は
，

代
り
の
石
仏
が
安
Ｆ
さ
れ
て
い
る
。
こ
の
お
地
蔵
様
は

昭
和
の
初
め
い
ま
で
縁
日
が
立
ち
　
毎
月
の
縁
日
に
は

多
く
の
参
請
者
で
に
ぎ
わ

っ
た
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。

一
〓
護
●
着
●
守
一一一壼
■

，
一

で
本
日
行
わ
れ
た
定
例
役
員
会
の
投
様
と

町
会
活
動
並
び
に
町
の
特
色
に
つ
い
て
役

員
が
説
明
し
、
そ
の
ほ
か
町
内
の
■
々
の

情
景
を
テ
レ
ビ
局
が
収
録
、
こ
の
番
組
は

後
曰
区
民
チ
ャ
ン
ネ
ル
で
放
映
さ
れ
ま
し
た
．

４
月
１５
日
　
根
津
神
社
「
つ
つ
し
祭
」
開
国
式
が
あ
り
け

会
長
が
出
席
い
た
し
ま
し
た
。

４
月
１８
Ｈ
　
地
下
鉄
７
号
線
　
東
大
前
駅
設
置
対
策
協

議
会
が
向
丘
出
張
所
で
行
わ
れ
た
．

４
月
小
日
　
向
丘
地
区
町
会
長
会
議
が
行
わ
れ
た
．

５
月
１０
日
　
向
丘
地
区
町
会
連
合
会
総
会
開
催
。

６
月
∞
口
　
当
●
会
の
平
成
２
年
度
総
会
を
開
催
。

☆
　
町
会
複
員
の

一
部
欠
員
補
充
に
つ
い
て
、

会
計
監
‘
　
（旧
）
須
藤
正
四
郎

　

命
じ

竹
中

一
馬

地
区
●
当
　
（
旧
）
須
藤
工
四
郎

　

（新
）
川
瀬
方
孝

目
日

同

‐
部
‐

□

４
月
６
日
，
１５
‐―
「本
の
全
国
交
通
安
全
運
動
」
実
施
、

運
動
期
間
中
に
は
交
通
部
員
、
婦
人
部
員
、
友
の
会
会

員
の
ヽ
さ
ん
が
街
頭
に
た
っ
て
交
通
安
全
の
‘
豪
の
普

及
に
活
躍
し
て
戴
き
ま
し
た
。

無
謀
な
運
転
も
，
行
も
事
故
を
引
き
起
こ
す
大
き
な

原
因
、
み
ん
な
が
交
通
ル
ー
ル
を
し

「
か
り
守

っ
て
，

故
の
無
い
に
づ
く
り
に
努
め
て
貰
い
た
い
で
す
ね
。

４
月
れ
日
　
駒
込
交
通
安
全
協
会
、
理
事
会
、

６
月
２２
日
　
駒
込
交
通
女
企
協
会
内
に
駐
●
場
対
策
協

議
会
が
設
置
さ
れ
る
．

蕗
の
棄
を
煮

つ
め
る
香
リ
タ
厨

雀
の
子
常
連
顔
の
米
屋
か
な

売
れ
残
る
噂
の
空
地
人
枯
れ
て

一■
坂
に
社
を
越
え
来
る
●
神
楽

句
歴
五
年
句
を
食
む
虫
と
な
り
に
け
り

筋
雲
や
清
和
の
空
を

一
励
毛
す

嵩
だ
か
の
絵
馬
札
に
つ
く
春
の
雪

啓
蟄
や
夜
の
灯
求
め
街
に
出
づ

年
甲
斐
も
な
く
乗
せ
ら
れ
て
四
月
ヽ
鹿

寺
廻
り
し
て
春
で
い
の
靴
ぬ
ぐ
う

リ
ラ
冷
え
や
シ
ー
ツ
を
替
べ
る
メ
イ
ド
た
ち

「′
の
日
」
と
い
う
あ
れ
ば
二
月
か
な

平
成
２
年
３
月
下
旬
か
ら
平
成
２
年
６
月
末
ま
で

目
円
同
‐
部
‐
□

４
月
１２
日
　
文
京
テ
レ
ビ
の
区
民
番
組

「町
会
ば
ん
ざ

い
」
の
収
録
中
し
込
み
が
あ
り
ま
し
た
の

千
　
重

す
　
・え

［
円
　
　
一
ヨ

迪
　
木

市
雨
亭



毎
月
２
回
位
で
す
か
、
駒
込
警
察
著
が
発
行
す
る

「防

犯

ニ
ュ
ー
ス
」
を
回
覧
ま
た
は
掲

不
板
で
ご
覧
に
な

っ

て
お
ら
れ
る
と
思
い
ま
す
か
、
防
犯
の
参
考
に
お
役
立

て
下
さ
い
．

空
き
某
の
防
止
は
ま
す
施
錠
を
確
実
に
、
さ
ら
に

近
隣
の
方
々
に
留
守
に
す
る
事
を
告
げ
て
お
く
こ

と
も
意
外
と
防
止
に
役
立

つ
も
の
で
す
。

４
月
″
日
　
向
丘
地
区
防
災
講
習
会
　
文
京
六
中
に
て

午
前
９
時
か
ら
午
前
■
時
ま
で

こ
の
よ
う
な
催
し
が
あ
る
毎
に
町
内
皆
様
の
参
■
を

呼
び
掛
け
て
参
り
ま
し
た
が
今
回
も
参
Ｔ
さ
れ
た
方
は

ご
く
，
か
し
か
お
ら
れ
ま
せ
ん
。

災
害
は
予
測
の
出
来
な
い
も
の
、
従

っ
て
■
―ｌ
ｕ
か
ら

火
災

（地
震
よ
っ
て
二
次
的
に
発
生
す
る
火
災
）
に
対

し
て
慌
で
す
に
消
火
活
動
を
す
る
こ
と
の
出
来
る
消
火

知
識
と
心
構
え
を
皆
さ
ん
か
も

っ
て
お
ら
れ
る
●
が
必

要
で
は
な
い
て
し
ょ
う
か
。

次
回
に
こ
の
よ
う
な
請
習
会
が
行
わ
れ
る
前
に
は
皆
様

こ
を

っ
て
参
加
し
て
戴
き
　
初
期
の
う
ち
に
消
火
さ
せ

る
消
火
技
能
と
知
識
を
是
非
学
ん
で
み
て
下
さ
い
。

４
月
１２
日
　
本
郷
防
火
協
会
　
定
例
理
事
会

４
月
２７
日
　
本
郷
防
火
協
会
　
平
成
２
年
度
総
会
、

根
津
神
社
仰
大
祭
の
お
知
ら
せ
、

祭
礼
は
９
月
１５
日
（
日
）
“
日
（月
）
連
休
に
決
ま
わ
ま
し

た
、
御
興
　
だ
し
車
の
町
内
渡
御
は
１６
日
に
行
い
ま
す
。

今
年
の
祭
礼
も
例
年
の
と
お
り
町
内
行
事
と
し
て
賑
や

か
に
な
行
す
る
た
め
た
だ
今
準
備
を
し
て
お
り
ま
す
．

祭
礼
に
際
し
て
は
、
町
内
の
持
様
に
過
分
の
御
０
世
を

お
掛
け
す
る
こ
と
に
な
り
ま
す
が
よ
ろ
し
く
お
願
い
中

し
上
げ
ま
す
。

４
月
加
日
　
根
津
神
社
「
つ
つ
じ
祭
」
！
酒
茶
岸
奉
仕
、

当
町
会
が
担
当
日
に
あ
た
り
ま
し
た
の
で

当
日
の
甘
酒
茶
屋
の
運
■
を
婦
人
部
員
か

終
日
本
社
い
た
し
ま
し
た
．

５
月
１
曰
　
ｌｌ
木
赤
■
宇
社
、
社
資
専
業
に
つ
い
て
、

い
つ
も
な
が
ら
町
内
皆
様
の
温
か
い
“
協

力
を
叫
い
ま
し
て
ｉ
記
の
金
円
を
東
京
都

支
部
文
京
ル
区
に
納
，
い
た
し
ま
し
た
．

一
０
　
１
六
万
七
千
五
百
円

当
町
会
に
お
住
ま
い
の
方
で
木
年
３
月
下
旬
か
ら
６

月
末
ま
で
の
間
に
御
逝
去
さ
れ
た
方
々
の
お
名
前
は
左

記
の
と

お
り
で
ご
ざ
い
ま
す
．

さ
ん
で
お
，
や
み
を
申
し
上
げ
ご
冥
福
を
お
折
り
致
し

て
お
り
ま
す
．

松
Ш
ス
，
オ
■
、
沢
ミ
サ
様
　
今
堀
　
照
様

小
泉
忠
利
様
　
　
奥
田
宣
栄
様

今
年
は
雨
ら
し
い
雨
も
と
う
と
う
降
ら
ず
に
梅
雨
が

明
け
て
し
ま
い
、
●
本
番
を
迎
え
る
こ
れ
か
ら
水
不
足

と
い
う
不
自
由
な
生
活
を
強
い
ら
れ
る
事
に
成
り
そ
う

て
十
・
．

酷
暑
を
迎
え
る
こ
れ
か
ら
全
員
皆
様
に
は
健
康
に
充
分

留
意
な
さ

っ
て
お
過
ご
し
下
さ
い
。

当
町
会
の
平
成
２
年
度
総
会
も
さ
る
６
月
“
日
に
開
催

し
平
成

元
年
度
の
決
算
並
び
に
平
成
２
年
度
の
予
算
に

つ
い
て
慎
■
に
〓
ま
し
可
決
致
し
ま
し
た
こ
と
を
報
告

中
し
上
げ
ま
す
、
な
お
、
平
成

死
年
度
の
決
算
書
並
び

に
平
成
２
年
度
の
予
算
書
は
巻
人
に
掲
載
し
て
ご
ざ
い

ま
す
の
で
ご
高
覧
下
さ
い
．

３
月
２
日
　
〓同
年
部

・
友
の
会
合
同
観
桜
会

は
じ
め
て
の
試
み
で
す
が
　
今
回
友
の
会

の
皆
さ
ん
と

一
緒
に
短
桜
会
を
催
し
ま
し

た
が
大
変
ご
好
評
を
戴
き
、
私
達
も
企
画

し
て
よ
か

っ
た
と
喜
ん
で
お
め
ま
す
。

私
達
も
ご
年
輩
の
方
々
の
豊
富
な
話
題
と

練
達
し
た
芸
を
見
せ
て
戴
き
、
大
変
良
い

勉
強
を
さ
せ
て
戴
き
ま
し
た
。

ま
た
　
是
非
こ

一
結
さ
せ
て
下
さ
い
．

編
集
委
員

小
林
青
吉
、
竹
中

一

猪
熊
良
晃
、
池
日

暉 馬

高
橋

一
奸
、



平 成 元 年 度 決 算 報 告 書
平成 1年 4月 1日～平成 2年 3月 31日

収 入 の 部 文 山 の 部

科 H I金  額 磁 要 科  日  1金   額 摘 要
金

費

全

金

入

息

越
会
助
付
収
［

黎

町

補

寄

雑

銀

3721
1 638400
167430
30000
144466
1498

―
呑  -10

区よつ

総  会  費
会  議  費

199600
63'96

徐 簾 馨 |  ::::::
備  品  費
事  務  費
通信・ 交通費

電  気  代
防 火防 災 部

防  犯  部
交  通  部
衛  ■  .T
文  イ七 

“

1 121670
婦  人  .1/1 203834
青 年  部 1 2300oo

岳∫『1曇 | :::::

'160667344
90800
49904
5200
31541
56270
0

雌眸牛轟蝶―

会場費及茶菜子代
役員会々場費茶栞千代
部会・ 研究等に

関係団体等

維持及購入費

防犯火∫・ 維持費含む

部の活動責
部の活動費

部の活動費

部の活動費

H:の活動費

部の活動費
部の活動費

平成 2年 31131日

収支決算上記の道り報告します.

上記の決算相違なき事証IIHし ま■.

防災積立金 Y1407,13

町 会 長  高 島
会  計  川 西
会計監査  竹 1

(今年度分を含む)

成 2年 度 予 算 書

平 成 2年 6月
蓬  薬  Шf

０

０

０

義

造

馬

正

正
　
一

ン`

平成 2年 4'11□ ～平成 3年 3月 3,口

青

‘

入

息

会

助

収

町

捕

雑

利

69865
1 7 00 00 tl

167430
100000
,000

2028205

600001役 員会々場費茶稟子
35o0001部 会・ IF究等に総  務  部

渉  外  費
術  計, 費
I 務  費
通信 交通費
電  気  代
防 火防 災部

防  うし 部
交  通  剖,

2000101関 係団 ll等
600001維 持 購入費

女  イヒ 乱
婦  人  部
青  年  部
度  ] 費
消 耗 品 費

防 災積 ,今
子  情  全

80000
10000o
50000
60000
60000
30000
10000
180000
230000
250000
3o00o
20000
0

8295

防犯7T維持費含む

訓練費lL

夜警年に

安全運動費他

蓬
=町
だよつ。成人・ 新入学

敬老費他

部費

202 82 ,5

町 会 員 各 位 殿


